
■
学
校
教
育
の
充
実　

　

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
推
進

す
る
た
め
、
教
職
員
研
修
の
充
実
を
図
る

ほ
か
、
学
級
集
団
の
状
況
調
査
を
実
施
し
、

各
種
学
力
検
査
の
結
果
と
関
連
さ
せ
た
分

析
を
行
い
、学
級
集
団
の
多
面
的
な
把
握
と
、

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
に
役
立
て
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

各
校
ご
と
に
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
体

験
活
動
や
地
域
と
の
交
流
を
図
る
教
育
活

動
を
進
め
ま
す
。
地
元
企
業
へ
の
職
場
体

験
の
ほ
か
、
複
数
の
学
校
が
連
携
し
、
各

地
域
に
あ
る
農
作
物
の
栽
培
や
伝
統
芸
能

行
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
■
生
涯
学
習
の
推
進

　

生
涯
学
習
活
動
の
効
果
的
な
推
進
に
向

け
、
社
会
教
育
や
福
祉
関
係
団
体
、
自
治

会
な
ど
と
の
一
層
の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
情
報
発

信
の
強
化
や
多
様
な
学
び
の
機
会
を
提
供

す
る
ほ
か
、
十
和
田
図
書
館
の
新
築
整
備

を
安
全
か
つ
計
画
的
に
進
め
、
図
書
館
を

拠
点
と
し
た
学
び
の
充
実
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

地
域
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
、
地
域

の
課
題
解
決
や
活
性
化
に
向
け
た
学
習
機

会
の
提
供
や
学
習
活
動
支
援
の
充
実
を
図

り
、
自
ら
が
意
欲
的
に
学
び
行
動
す
る
人

材
を
育
成
し
ま
す
。

　

地
域
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
、
人
材
を

生
か
し
た
学
習
活
動
な
ど
、
生
涯
に
わ
た

る
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。ま
た
、

地
域
活
性
化
に
意
欲
的
な
人
材
の
育
成
と

発
掘
に
取
り
組
み
、
次
世
代
に
継
承
す
る

活
動
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　

体
力
や
年
齢
、
目
的
に
応
じ
、
生
涯
を

通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
や
気
軽
に

親
し
む
こ
と
の
で
き
る
運
動
機
会
を
創
出

し
、
健
康
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
意
識
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

十
和
田
八
幡
平
駅
伝
競
走
全
国
大
会
や

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー
競

技
会
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
、
地
域
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

鹿
角
高
校
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
ス

キ
ー
部
・
陸
上
部
に
在
籍
し
下
宿
な
ど
を

利
用
す
る
生
徒
に
対
す
る
支
援
を
行
い
、

「
ス
キ
ー
と
駅
伝
の
ま
ち
」を
推
進
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
総
合
運
動
公
園
総
合
競
技
場
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
ほ
か
、
新
た

に
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
格
納
庫
の
改
修
と
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
用
圧
雪
車
を
購
入
し
、

利
用
者
が
安
全
か
つ
快
適
に
利
用
で
き
る

環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

■
文
化･

芸
術
の
振
興

　

文
化
財
の
保
存
会
や
関
係
団
体
が
行
う

後
継
者
育
成
、
継
承
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
将
来
に
向
け
た
文
化
財
の
保
存
活
用

地
域
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
や
先
人
顕
彰
館
で

は
、
郷
土
の
歴
史
や
民
俗
資
料
の
調
査
研

究
の
成
果
に
基
づ
い
た
学
習
機
会
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
史
跡
大
湯
環
状
列
石
に
つ

い
て
は
、
縄
文
遺
跡
群
世
界
遺
産
協
議
会

と
の
連
携
を
図
る
ほ
か
、
特
別
史
跡
大
湯

環
状
列
石
第
二
次
環
境
整
備
基
本
計
画
の

策
定
と
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

令和６年第２回市議会定例会で阿部教
育長が発表した「教育執行方針」から、
教育行政における本市が目指す方向性
と今年度の取り組みをお伝えします。

教育執行方針

■
関
係
人
口
の
拡
大

　

地
方
に
関
心
の
あ
る
首
都
圏
住
民
か

ら
、
本
市
の
地
域
課
題
に
取
り
組
む
関
係

人
口
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
新
た
に

関
係
人
口
育
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
地
域
間
交
流
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

　

包
括
的
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
学

校
法
人
武
蔵
野
大
学
と
の
連
携
を
さ
ら
に

深
め
、
令
和
６
年
度
に
国
内
で
初
め
て
設

置
さ
れ
る
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
学
部
」

の
研
究
活
動
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
ほ

か
、
大
正
大
学
な
ど
多
様
な
大
学
と
も
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
市
内
全
域
を
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス
に
見
立
て
た
「
鹿
角
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
」
を
推
進
し
ま
す
。

■
移
住
定
住
の
促
進

　

首
都
圏
で
の
移
住
フ
ェ
ア
の
ほ
か
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
の
活
用
を
強
化
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
情
報
発
信
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
事
業
所
と
連
携
し
、
市
内

に
一
定
期
間
滞
在
し
て
仕
事
な
ど
を
体

験
で
き
る
滞
在
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新

た
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
移
住
者
の
増

加
に
つ
な
げ
ま
す
。

■
ブ
ラ
ン
ド
農
畜
産
品
な
ど
の
生
産
拡
大

稲
作
中
心
か
ら
収
益
性
の
高
い
野
菜
や

花
き
へ
の
転
換
を
推
進
す
る
ほ
か
、
米
価

の
安
定
に
向
け
、
主
食
用
米
か
ら
飼
料
用

米
な
ど
の
新
規
需
要
米
へ
の
転
換
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、「
か
づ
の
牛
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
に
枝
肉
出
荷
頭
数
が
初
め
て

１
０
０
頭
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
次
の
目

標
で
あ
る
枝
肉
出
荷
頭
数
１
２
０
頭
台
の

達
成
に
向
け
、
引
き
続
き
頭
数
の
維
持
・

拡
大
を
支
援
す
る
ほ
か
、
か
づ
の
牛
の
Ｇ

Ｉ
登
録
に
向
け
、
関
係
機
関
や
畜
産
農
家

と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
稼
げ
る
観
光
振
興
の
推
進

　

市
全
体
を
観
光
資
源
と
し
て
生
か
し
た

滞
在
型
観
光
の
充
実
を
図
る
た
め
、
八
郎

太
郎
三
湖
伝
説
に
係
る
広
域
連
携
の
取
り

組
み
と
し
て
、
関
係
自
治
体
や
団
体
と
合

同
で
祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

移
動
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
十

和
田
八
幡
平
予
約
型
観
光
路
線
バ
ス
「
八

郎
太
郎
号
」
の
運
行
に
加
え
、
少
人
数
の

利
用
が
可
能
で
、
利
用
時
間
も
柔
軟
に
対

応
で
き
る
移
動
手
段
と
し
て
、
新
た
に
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
に
よ
る
車
両
運
行
を

開
始
し
ま
す
。

国
際
的
観
光
地
と
し
て
の
受
け
入
れ

態
勢
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に
新

た
に
小
坂
町
を
加
え
、
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
し
て
、
鹿
角
エ
リ
ア
一
体
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
力
を
高
め
、
持
続
可
能
で
満
足
度
の

高
い
観
光
力
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■
再
エ
ネ
導
入

県
内
で
唯
一
、
国
の
重
点
加
速
化
事

業
の
交
付
金
を
活
用
し
、
太
陽
光
な
ど
の

再
エ
ネ
電
源
の
開
発
の
ほ
か
、
企
業
や
家

庭
へ
の
再
エ
ネ
設
備
や
熱
利
用
機
器
の
導

入
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
や
事
業

者
が
行
う
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
効
果
が
高
い
省

エ
ネ
機
器
へ
の
更
新
や
、
省
エ
ネ
性
能
の

高
い
家
電
購
入
の
支
援
に
よ
り
、
環
境
と

生
活
の
質
の
向
上
と
グ
リ
ー
ン
経
済
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

■
Ｅ
Ｖ
導
入
の
推
進

　

Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
普
及
の
た
め
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
Ｅ
Ｖ
を
よ

り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
講
演
会

や
試
乗
会
な
ど
を
引
き
続
き
開
催
し
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
推
進

　

企
業
誘
致
戦
略
に
基
づ
き
、
新
た
に
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
視
察
ツ
ア
ー
な
ど
を

実
施
し
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
を
メ
イ
ン
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
す
。

■
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

世
界
遺
産
、
無
形
文
化
遺
産
や
文
化
財

を
観
光
活
用
し
た
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
展
開
し
、

国
内
外
か
ら
の
観
光
誘
客
に
取
り
組
み

「
世
界
遺
産
の
ま
ち
・
か
づ
の
」
と
し
て

の
認
知
度
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
「
和
食
」
の
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
10
周
年
を
機

に
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
郷
土
料
理
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
地
域
の
「
食
」
の
魅

力
を
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
積
極
的
に

活
用
し
、
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■
未
来
技
術
の
導
入

　

行
政
事
務
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

や
電
子
決
裁
の
拡
充
な
ど
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

■
地
域
人
材
の
育
成
、
活
動
支
援

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
が
主
体
と

な
っ
て
開
催
す
る
地
域
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
継
続
す
る
ほ
か
、
地
域
自
ら
が
課
題
解

決
に
向
け
て
主
体
的
に
取
り
組
み
、
地
域
の

活
性
化
が
図
ら
れ
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

令和６年度

EDUCATION

の
体
験
、
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
に
よ
る
児
童

生
徒
の
相
互
交
流
を
図
る
こ
と
で
、
市
全

体
を
「
我
が
ふ
る
さ
と
」
と
捉
え
る
こ
と

の
で
き
る
児
童
生
徒
を
増
や
し
、
鹿
角
の

未
来
を
支
え
、
盛
り
上
げ
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
活
用
し
た
授
業
の
継
続
の
ほ
か
、
学

習
用
端
末
の
家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
に
よ
る

学
習
支
援
な
ど
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
全
て
の
児
童
生
徒
の
個
別

最
適
化
さ
れ
た
学
び
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
、
休
日
移
行
に
向
け
た
実
証

を
行
う
ほ
か
、
地
域
移
行
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
学
校
と
競
技
団
体
な
ど

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
具
体
的
な
移

経営戦略２

「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
を

つ
く
る

経営戦略３

ま
ち
の
経
営
力
を
高
め
る

経営戦略１

ま
ち
に
人
・
モ
ノ
・
外
貨
を

呼
び
込
む

基本戦略 5

未
来
に
羽
ば
た
く

人
材
を
育
て
る
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